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平成25年第２回嬉野市議会定例会議事日程

平成25年６月20日（木）　

本会議第６日目　　

午前10時　開　議　　

日程第１　　発議第４号　ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書について

日程第２　　発議第５号　九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見　　　　　　　　　　　　書について

日程第３　　討論・採決
　　　　　　議案第66号　専決処分（第６号）の承認を求めることについて（平成25年度嬉　　　　　　　　　　　　野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号））
　　　　　　議案第67号　嬉野市職員の給与の臨時特例に関する条例について
　　　　　　議案第68号　嬉野市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

　　　　　　議案第69号　市道路線の認定について

　　　　　　議案第70号　建設工事請負契約の締結について

　　　　　　議案第71号　佐賀県市町総合事務組合規約の変更に係る協議について

　　　　　　発議第３号　嬉野市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償支給条例の一　　　　　　　　　　　　部を改正する条例について

追加日程第１　　発議第６号　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）　　　　　　　　　　　　　　の修正案について

　　　　　　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）

　　　　　　議案第73号　平成25年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

　　　　　　議案第74号　平成25年度嬉野市農業集落排水特別会計補正予算（第１号）

　　　　　　議案第75号　平成25年度嬉野都市計画下水道事業嬉野市公共下水道事業費特別　　　　　　　　　　　　会計補正予算（第１号）

　　　　　　議案第76号　平成25年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野第七土地区画整理事業費　　　　　　　　　　　　特別会計補正予算（第１号）

　　　　　　議案第77号　平成25年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野第八土地区画整理事業費　　　　　　　　　　　　特別会計補正予算（第１号）

　　　　　　議案第78号　平成25年度嬉野市水道事業会計補正予算（第１号）

　　　　　　議案第79号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第３号）

　　　　　　発議第４号　ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書について

　　　　　　発議第５号　九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見　　　　　　　　　　　　書について

日程第４　　委員長報告

追加日程第２　　発議第７号　教育予算の拡充を求める子意見書について

日程第５　　議員派遣について

日程第６　　閉会中の付託事件について

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

午前10時　開議

○議長（太田重喜君）

　皆さんおはようございます。本日は全員出席であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。

　本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。

　日程第１．発議第４号　ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書についてを議題といたします。

　朗読を省略して提案理由の説明を求めます。田中政司議員。

○産業建設常任委員長（田中政司君）

　皆さんおはようございます。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
発議第４号

ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書について

　このことについて、別紙のとおり地方自治法第109条第６項及び嬉野市議会会議規則第13条第２項の規定により提出する。

　　平成25年６月20日提出

嬉野市議会議長　　太　田　重　喜　様

提出者　嬉野市議会産業建設常任委員会

委員長　　田　中　政　司　　

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　理由といたしまして、建築物の耐震改修の促進に関する法律の一部を改正する法律に関し、特段の配慮を求めるためであります。

　それでは、読み上げます。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

ホテル・旅館等建築物の耐震改修促進法の改正に関し

特段の配慮を求める意見書（案）　　　　　　　　　

　東日本大震災の発生以後、南海トラフの巨大地震や首都直下型地震の被害想定においては、死傷者や建物被害がこれまでの想定を大きく上回る非常に厳しいものとなっている。

　一方、住民の避難意識啓発や建物の耐震性の強化等の防災対策による被害軽減も推計されており、地方自治体は、可能な限り被害を最小限に抑止する、防災・減災対策を早急に進めていかなければならない。

　そのような中、大規模な地震の発生に備えて、建築物の地震に対する安全性の向上を一層促進するため、今国会において「建築物の耐震改修の促進に関する法律の一部を改正する法律」が成立し、不特定多数の者が利用するホテル・旅館等の建築物で、床面積5,000平方メートル以上の大規模なもの及び地方公共団体が指定する緊急輸送道路等の避難路沿道建築物などについては、建築物の耐震診断の実施及びその結果を平成27年末までに所管行政庁に報告することが義務付けられた。

　我が国の経済は緩やかに持ち直しつつあるが、地方の観光産業、特にその中核を担っているホテル・旅館等の経営環境は、なお厳しい状況が続いている。

　地方自治体においても、地震による建築物倒壊等の被害から住民等の生命、身体、財産を守るため、公共施設の耐震診断・耐震化を行っているところであり耐震化の一層の向上を図るためには、その財源確保が必要であるが非常に厳しいのが現実である。

　嬉野市においては、市内宿泊者総数の半数程度を占めると予想される大規模な老舗のホテル・旅館等が対象となる。耐震診断及び診断結果による建築物の耐震化には多額の費用を要するため早急な対応には厳しい状況で、今回の法改正の施行で公表することになれば、市の基幹産業であるホテル・旅館等の経営環境の悪化だけでなく、厳しい市の財政運営にも影響が出るのは必至である。

　よって、国は、ホテル・旅館等の建築物の耐震化を迅速かつ円滑に推進するため、必要な財政支援措置の充実を図るとともに、当該法の施行に当たっては、地方自治体や当該建築物の所有者の実情等を十分踏まえ、必要な財政支援措置が確立されるまでは施行期限を延長すること及び耐震診断結果の公表を猶予するなど、特段の配慮がなされるよう要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成25年６月20日

嬉野市議会　　　　　　

議長　　太　田　重　喜

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　提出先は、衆参両議院議長初め内閣総理大臣、以下、国土交通大臣、経済産業大臣、内閣官房長官の各関係閣僚宛てであります。

○議長（太田重喜君）

　これで提案理由の説明を終わります。

　お諮りします。発議第４号　ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書については委員会付託を省略したいと思います。これに御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。よって、発議第４号　ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書については委員会付託を省略することに決定いたしました。

　次に、議案質疑を行います。発議第４号　ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書について質疑ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで、発議第４号　ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書についての質疑を終わります。

　日程第２．発議第５号　九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見書についてを議題といたします。

　朗読を省略して提案理由の説明を求めます。提出者、小田寛之議員。

○６番（小田寛之君）

　皆さんおはようございます。提案理由の説明をいたしたいと思います。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
発議第５号

九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見書について

　このことについて、別紙のとおり地方自治法第112条第２項及び第嬉野市議会会議規則第13条第１項の規定により提出する。

　　平成25年６月20日提出

嬉野市議会議長　　太　田　重　喜　様

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　提出者は、私、小田寛之、賛成者は、梶原睦也議員、辻　浩一議員でございます。

　理由といたしまして、九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求めるためでございます。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見書（案）

　九州新幹線「西九州ルート」は、2008年３月に国土交通省から鉄道建設・運輸施設整備支援機構に対し工事実施計画の認可がおり、同年４月28日に嬉野市において武雄温泉～諫早間の起工式が執り行われた。また、2012年６月には新たに諫早～長崎間の認可もおり、武雄温泉～長崎までは標準軌道（フル規格）での整備として現在工事が進められている。

　また、新鳥栖～武雄温泉間は既存の路線を利用するため、狭軌から標準軌へ切り替えできるフリーゲージトレインの導入が前提とされている。

　既存の路線の問題として新鳥栖～武雄温泉間には93箇所の踏み切りがある。新幹線化によって、運行列車は現在以上に増便される予定であるが、踏み切りの安全対策には新幹線整備の予算はついていない。また線路による街の分断状況は更に悪化するものと考えるが、そのようななか武雄市においては街中の線路を高架化することによって、安全な街づくりが進められている。

　関西圏や中部への行き来は、フリーゲージトレインでは博多駅で山陽新幹線への乗り換えが基本となることが考えられる。これからの西九州地域全体の経済、観光を活性化するためには、関西圏と西九州が直接結ばれることが重要であり、高速交通体系の確立は急務である。特に、福岡県と佐賀県は脊振山系にＩＬＣ（国際リニアコライダー）を積極的に誘致しており、交通網の充実は必須である。

　そのためには、新鳥栖～長崎間をフル規格で整備することが重要となってくる。フル規格化へは、佐賀県の地元負担金が約800億円と試算されており多額であることが大きな課題であることは充分理解できるものの、これからの西九州地域全体の将来を浮揚するために、佐賀県、長崎県、国、ＪＲの４者でフル規格化への協議を行うことを強く要望するものである。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年６月20日　　　　　　　　

嬉野市議会議長　　太　田　重　喜

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　提出先といたしまして、佐賀県知事古川康様宛てでございます。

○議長（太田重喜君）

　これで提案理由の説明を終わります。

　お諮りします。発議第５号　九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見書については委員会付託を省略したいと思います。これに御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。よって、発議第５号　九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見書については委員会付託を省略することに決定いたしました。

　次に、議案質疑を行います。発議第５号　九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見書について質疑ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで、発議第５号　九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見書についての質疑を終わります。

　日程第３．討論・採決を行います。

　議案第66号　専決処分（第６号）の承認を求めることについて（平成25年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号））についての討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第66号　専決処分（第６号）の承認を求めることについて（平成25年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号））について採決いたします。

　議案第66号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、議案第66号　専決処分（第６号）の承認を求めることについて（平成25年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号））については可決されました。

　次に、議案第67号　嬉野市職員の給与の臨時特例に関する条例について討論を行います。討論ありませんか。西村議員。

○15番（西村信夫君）

　皆さんおはようございます。それでは、議案第67号、嬉野市職員給与の臨時特例に関する条例案に反対する立場で討論をいたします。

　今回の提案理由は、国家公務員の給与削減措置に準じた臨時特例措置を講じるため、条例制定をする必要があるとしておりますけれども、そもそも地方公務員給与は、住民や議会の意思に基づき各自治体が自主的に決定すべきものであり、ましてや、地方の固有の財産である地方交付税を地方公務員の給与削減のために用いることは、地方分権の流れに反し、地方の財政自治権を侵すものであり、まことに遺憾でありますと、このように全国の市長会のほうからも緊急アピールがなされております。

　また、地方自治のもとで、なぜ政府が地方公務員の給与を議論できるのか、地方自治に対する不当な介入であり、給与は地方自治体の労使で決めるべきであります。

　地方は今日まで、法律に基づいて主体性を持って賃金を決めております。今回の職員給与の臨時特例条例案は、人事院勧告に基づかない国が示す7.8％の賃下げの連動を地方に押しつけるものであります。私は当然、この問題について認めるわけにはまいりません。

　これまで地方は、厳しい財政状況を踏まえ、国に先んじて人員の大幅削減や独自の給与削減を実施しており、重ねての減額を要請することは断じてあってはならないことであります。嬉野市も、総人件費は平成18年１月と比べ２億2,000万円削減するなど財政の健全化に向けて努力をされております。

　職員給与については、現在、佐賀県下20市町で高いほうから19位であります。今回の提案は、職員197名、給与減額、現行の１％で579万円、９カ月間であります。私は、もし引き下げられた場合、職員の士気の低下を招くより、現行の給与で市民の住民サービス、福祉の向上にさらに御尽力していただきたいと考えております。

　よって、今回の嬉野市職員給与の臨時特例に関する条例案について反対をいたします。

　以上です。

○議長（太田重喜君）

　ほかに討論ございませんか。（「賛成討論」と呼ぶ者あり）賛成討論ありませんか。（「賛成討論でしょう」と呼ぶ者あり）はい。賛成討論ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　それでは、これで討論を終わります。

　これから議案第67号……（「反対討論は」と呼ぶ者あり）

　反対討論ございますか。山口議員。（「賛成討論がなくても反対討論していいんですか」と呼ぶ者あり）はい、それはいいです。

○５番（山口政人君）

　議案第67号　嬉野市職員の給与の臨時特例に関する条例について、反対の立場で討論をいたします。

　公務員給与をめぐっては、震災復興財源として国が国家公務員給与を平成24、25年度の２年間、平均7.8％削減するのを受けて、国は地方の人権削減を見込んで地方交付税を減らす方針であります。

　地方公務員の給与は、地方公務員法に定める給与決定の諸原則や人事院勧告等を踏まえて地方自治体の条例で定められるものであります。単に国の歳出を抑制するために行われ、地方一般財源が削減されることは適切ではないというふうに思います。

　地方交付税が減額される以上、現実的な対応をとらざるを得ない市長の考えはわからないわけではありませんが、地方のこれまでの人件費抑制努力を考慮せず地方交付税を削減するという国の対応は納得できません。

　また、短期間の給与削減といえど、地方交付税を国が地方をコントロールする道具として使うことは地方の自立を妨げることになります。

　よって、私は本案については反対をいたします。

○議長（太田重喜君）

　ほかに討論ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　これで討論を終わります。

　これから議案第67号　嬉野市職員の給与の臨時特例に関する条例について採決いたします。

　議案第67号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成多数であります。したがって、議案第67号　嬉野市職員の給与の臨時特例に関する条例については可決されました。

　次に、議案第68号　嬉野市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　これで討論を終わります。

　これから議案第68号　嬉野市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について採決します。

　議案第68号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成多数であります。したがって、議案第68号　嬉野市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例については可決されました。

　次に、議案第69号　市道路線の認定について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第69号　市道路線の認定についてを採決いたします。

　議案第69号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、議案第69号　市道路線の認定については可決されました。

　次に、議案第70号　建設工事請負契約の締結について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第70号　建設工事請負契約の締結について採決いたします。

　議案第70号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、議案第70号　建設工事請負契約の締結については可決されました。

　次に、議案第71号　佐賀県市町総合事務組合規約の変更に係る協議について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第71号　佐賀県市町総合事務組合規約の変更に係る協議について採決いたします。

　議案第71号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、議案第71号　佐賀県市町総合事務組合規約の変更に係る協議については可決されました。

　次に、発議第３号　嬉野市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例について討論を行います。討論ありませんか。山下芳郎議員。

○４番（山下芳郎君）

　私は、議員報酬の削減の一部改正をする条例に反対する立場で討論をいたします。

　理由といたしまして、議員報酬の改正は議員定数とセットでしっかりと議論すべき問題であり、市職員が削減するから議員も削減すべきと心情的に流れていいのか、それも７カ月だけの削減では混乱を生むだけで、削減の意味がわからない。

　２点目、来年１月は市会議員選挙を控えており、若い新人の議員の立候補を望む中で、より活性化につなげてほしいと期待をするものでありますが、議員報酬の削減は議員報酬を生活の主として立候補する候補者の意欲を阻害するものであります。

　３点目、市職員の報酬は公務員として国の人事院勧告に沿って決められておりますが、我々議員は市の財政状況に応じ決定されており、佐賀県でも２番目に低い報酬であり、高いとはいえない。

　４点目、報酬とは働いた分の代価であり、休会中の特別委員会の活動においても議会視察も多く、また、議会広報の編集作業の活動も評価を得ている中、無報酬であり、そのことも削減の要因にはつながらない。

　以上の理由により、本条例の提案について反対をいたします。

○議長（太田重喜君）

　ほかに討論ございませんか。神近議員。

○13番（神近勝彦君）

　それでは、発議第３号　嬉野市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例について賛成の立場で討論を行います。

　今回、議案第67号でもございましたが、私も、国が地方に対して一方的な交付税の削減等については腹立たしく思う一人でもございます。しかしながら、市職員並びに市執行部におかれましても、この交付税額削減される中、どうやって嬉野市の財源を賄おうかということの中で削減を決定され、提案をされました。そういう中、先ほど私たち議会は可決をしたわけでございます。

　私たち議員、議会も、やはり執行部並びに市長、特別職が削減をするならば、やはりともに削減をするべきではないでしょうか。７月から１月までの７カ月という限定的ではございますが、私たちも嬉野市の財政が厳しいのであれば、この７カ月間、やはり財政に協力すべきだと私は思います。金額にしてわずかとは思いますけれども、それは住民の皆様には御理解いただけるものと私は確信しております。

　議会は執行部とともに両輪というふうによく言われますけれども、時には執行部に対して強くブレーキをかけ、そして、時には強く歩むべきだと思います。議員各位におかれましては、この７カ月間の限定的な削減ということを理解していただき、また、住民の皆様に私たち議員、議会が率先して市の財政に協力していくということをアピールすることも含めまして、賛成いたします。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　ほかに討論ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　これで討論を終わります。

　これから発議第３号　嬉野市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例について採決いたします。

　発議第３号を原案のとおり決することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　暫時休憩いたします。

午前10時30分　休憩

午前10時30分　再開

○議長（太田重喜君）

　すみません、再開いたします。

　投票をお願いいたします。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成多数であります。したがって、発議第３号　嬉野市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例については可決されました。

　ここで暫時休憩いたします。

午前10時31分　休憩

午前10時32分　再開

○議長（太田重喜君）

　休憩前に引き続き会議を再開します。

　お諮りします。ただいま発議第６号　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）の修正案が提出されました。

　これを追加議事日程第１号として日程に追加し、追加日程第１として議題といたしたいと思います。これに御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。したがって、発議第６号を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定いたしました。

　追加日程第１．議案の修正についてを議題といたします。

　本日、大島恒典議員外２名から発議第６号　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）の修正案が提出され、議会運営委員会が開催されました。

　これを議題として、ただいまから審議を行います。

　朗読を省略して提案理由の説明を求めます。提出者、大島恒典議員。

○７番（大島恒典君）

　おはようございます。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
発議第６号

議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）の修正案について

　このことについて、別紙のとおり地方自治法第115条の３及び嬉野市議会会議規則第16条の規定により提出する。

　　平成25年６月20日提出

嬉野市議会議長　　太　田　重　喜　様

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　提出者、私、大島恒典、賛成者が、神近勝彦議員、田中政司議員でございます。

　理由といたしましては、嬉野市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例の可決に伴い、予算を修正する必要があるためです。

　内容といたしましては、25年７月１日より26年１月31日までの７カ月分の議員報酬の削減120万3,000円を予備費に繰り入れるものでございます。よろしくお願いします。

○議長（太田重喜君）

　これで提案理由の説明を終わります。

　お諮りします。発議第６号　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）の修正案については委員会付託を省略したいと思います。これに御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。よって、発議第６号　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）の修正案については委員会付託を省略することに決定いたしました。

　次に、発議第６号　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）の修正案について質疑を行います。質疑ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで発議第６号　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）の修正案について質疑を終わります。

　次に、発議第６号　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）の修正案と原案について討論を行います。

　まず、大島恒典議員外２名から提出されました修正案、発議第６号　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）の修正案について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　続いて、議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）原案について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから採決します。採決の順序は、まず修正案を諮り、次に原案についてお諮りいたします。

　まず、修正案、発議第６号　議案第72号　平成25年度……（「暫時休憩を求めます」と呼ぶ者あり）

　暫時休憩いたします。

午前10時37分　休憩

午前10時38分　再開

○議長（太田重喜君）

　再開します。

　採決の順序は、まず修正案を諮り、次に原案についてお諮りします。

　まず、修正案、発議第６号　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）の修正案について採決します。

　発議第６号を修正案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成多数であります。したがって、発議第６号　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）の修正案については可決されました。

　次に、ただいま修正した分を除く原案について採決します。

　修正議決した分を除き、議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成多数であります。したがって、議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）については、修正議決した分を除き可決されました。

　次に、議案第73号　平成25年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第73号　平成25年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について採決します。

　議案第73号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成多数であります。したがって、議案第73号　平成25年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は可決されました。

　次に、議案第74号　平成25年度嬉野市農業集落排水特別会計補正予算（第１号）について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第74号　平成25年度嬉野市農業集落排水特別会計補正予算（第１号）について採決します。

　議案第74号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成多数であります。したがって、議案第74号　平成25年度嬉野市農業集落排水特別会計補正予算（第１号）については可決されました。

　次に、議案第75号　平成25年度嬉野都市計画下水道事業嬉野市公共下水道事業費特別会計補正予算（第１号）について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第75号　平成25年度嬉野都市計画下水道事業嬉野市公共下水道事業費特別会計補正予算（第１号）について採決いたします。

　議案第75号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成者多数であります。したがって、議案第75号　平成25年度嬉野都市計画下水道事業嬉野市公共下水道事業費特別会計補正予算（第１号）については可決されました。

　次に、議案第76号　平成25年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野第七土地区画整理事業費特別会計補正予算（第１号）について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第76号　平成25年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野第七土地区画整理事業費特別会計補正予算（第１号）について採決いたします。

　議案第76号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成者多数であります。したがって、議案第76号　平成25年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野第七土地区画整理事業費特別会計補正予算（第１号）については可決されました。

　次に、議案第77号　平成25年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野第八土地区画整理事業費特別会計補正予算（第１号）について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第77号　平成25年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野第八土地区画整理事業費特別会計補正予算（第１号）について採決いたします。

　議案第77号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成者多数であります。したがって、議案第77号　平成25年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野第八土地区画整理事業費特別会計補正予算（第１号）については可決されました。

　次に、議案第78号　平成25年度嬉野市水道事業会計補正予算（第１号）について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第78号　平成25年度嬉野市水道事業会計補正予算（第１号）について採決します。

　議案第78号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成者多数であります。したがって、議案第78号　平成25年度嬉野市水道事業会計補正予算（第１号）については可決されました。

　次に、議案第79号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第３号）について討論を行います。討論ありませんか。平野議員。

○16番（平野昭義君）

　議案第79号に反対の立場で討論をいたします。

　この問題については、さきの全員協議会で初めて聞きました。事件は平成24年５月に発生しており、既に１年以上も経過して今日提案されたことに大きな不満を持っております。

　いじめ、体罰問題は全国的に大問題となり、嬉野市もいじめ問題等発生防止支援委員会が設立されております。

　まず今回、体罰の問題が発覚したが、事前に体罰についての啓蒙、啓発を十分に行ってきたのか、教育長や関係当局が親身になって努力されていたら未然に防止できたものと確信します。

　今回の事案では損害賠償金を支払うことでその解決を図るとしており、最終的には公金の支出となり、当然のことで公金支出には議会の責任を問われることになります。子どもがかかわっているとか、示談成立の条件が氏名公表をしないとか、そのような理由で支払先を明確にせず議会に同意を求めること自体が時代錯誤じゃないかと思います。

　近隣の市や町でも、このような解決方法は避けようと努力されております。議員として、議会を通じてチェック機能を市民の前に果たなければならない責務を痛感すると同時に、このことを発端として、さらに体罰に対する損害賠償金の請求が増加することを懸念しております。

　よって、議案第79号に対しては反対を投票いたします。

○議長（太田重喜君）

　ほかに討論ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　これで討論を終わります。

　これから議案第79号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第３号）について採決いたします。

　議案第79号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　賛成者多数であります。したがって、議案第79号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第３号）については可決されました。

　次に、発議第４号　ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから発議第４号　ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書について採決します。

　発議第４号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、発議第４号　ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書については可決されました。

　次に、発議第５号　九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見書について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから発議第５号　九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見書について採決します。

　発議第５号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、発議第５号　九州新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見書については可決されました。

　日程第４．委員長報告を議題といたします。

　本定例会で文教厚生委員会に付託した、平成25年請願第１号　教育予算の拡充を求める意見書の採択に関する請願書の審査結果について報告を求めます。梶原睦也文教厚生常任委員長。

○文教厚生常任委員長（梶原睦也君）

　それでは、請願審査の報告をいたします。

　本委員会に付託の事件は、審査の結果、下記のとおり決定いたしましたので、会議規則第107条の規定により報告をいたします。

　事件番号、平成25年請願第１号。

　事件名、教育予算の拡充を求める意見書の採択に関する請願書。

　審査の結果、採択でございます。

　理由といたしましては、小学校２年生から中学校３年生までに係る学級編制の標準の改定及び義務教育費国庫負担制度割合の復元は必要であり、願意妥当だと認める。また、意見書案については当委員会で作成し、本会議へ提出をいたします。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　ただいまの報告に対して質疑を行います。質疑ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。

　これから討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから平成25年請願第１号　教育予算の拡充を求める意見書の採択に関する請願書について採決します。

　この請願書に対する委員長の報告は採択するものであります。委員長報告のとおり採択することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、平成25年請願第１号　教育予算の拡充を求める意見書の採択に関する請願書は採択とすることに決定いたしました。

　ここで暫時休憩いたします。

午前10時55分　休憩

午前10時56分　再開

○議長（太田重喜君）

　休憩前に引き続き会議を再開いたします。

　お諮りします。ただいま梶原睦也文教厚生常任委員長から、発議第７号　教育予算の拡充を求める意見書について提出されました。

　これを追加議事日程第２号として日程に追加し、追加日程第２として議題といたしたいと思います。これに御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。したがって、発議第７号を日程に追加し、追加日程第２として議題とすることに決定いたしました。

　追加日程第２．発議第７号　教育予算の拡充を求める意見書についてを議題といたします。

　朗読を省略して提案理由の説明を求めます。提出者、梶原睦也文教厚生常任委員長。

○文教厚生常任委員長（梶原睦也君）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
発議第７号

教育予算の拡充を求める意見書について

　標記のことについて、別紙のとおり地方自治法第109条第６項及び嬉野市議会会議規則第13条第２項の規定により提出をする。

　　平成25年６月20日提出

嬉野市議会議長　　太　田　重　喜　様

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　提出者は、文教厚生常任委員会委員長、梶原睦也でございます。

　理由といたしまして、教育環境の整備と教育予算を確保・充実させる必要があるためでございます。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
教育予算の拡充を求める意見書（案）

　2011年度政府予算の成立によって、小学校１年生の35人以下学級を実現するために必要な改正義務標準法が施行されることとなった。今回の義務標準法改正条文の附則には、公立小学校の２年生から中学校３年生までの学級編制の標準を順次に改定することと、その他の措置を講ずることについて検討を行うことが求められており、それらに必要な安定した財源の確保に努めることも明記されている。

　また、子どもたちが全国どこに住んでいても、どのような環境に育っていても、一定水準の教育を受けられるという「教育の機会均等」は、憲法・教育基本法にも謳われた自明の権利である。しかしながら、我が国のＧＤＰに占める教育費公財政支出の割合は、ＯＥＣＤ加盟国（28カ国）の中において最下位であり、教育に対する公財政支出が国際的にも低いと言わざるを得ない。そして、そのしわ寄せが国民の家計を大きく圧迫しており、親の経済力の違いによる「教育格差」の問題ともなっている。さらに、地方自治体財政においても、義務教育費国庫負担制度の国負担割合が２分の１から３分の１に引き下げられたことで、多くの地方自治体が財政的な圧迫・制約を受け、自治体間格差の広がりが懸念されていることは言うまでもない。

　将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子どもたちへの教育は極めて重要であり、未来への先行投資として、子どもや若者の学びを切れ目なく支援し、人材育成・創出から雇用・就業の拡大につなげる必要があることから、下記の事項について強く要望する。

記

１．少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、ＯＥＣＤ諸国並みの豊かな教育環境を　整備するため、30人以下学級とすること。

２．教育の機会均等と教育水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持す　るとともに、国負担割合を２分の１に復元すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　平成25年６月20日

嬉野市議会　　　　　　　

議　長　　太　田　重　喜

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　提出先は、内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣宛てでございます。

○議長（太田重喜君）

　これで提案理由の説明を終わります。

　お諮りします。発議第７号　教育予算の拡充を求める意見書については委員会付託を省略したいと思います。これに御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。よって、発議第７号は委員会付託を省略することに決定いたしました。

　これから質疑を行います。質疑ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

　これから発議第７号　教育予算の拡充を求める意見書について討論を行います。討論ありませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから発議第７号　教育予算の拡充を求める意見書について採決をいたします。

　発議第７号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、発議第７号　教育予算の拡充を求める意見書については可決されました。

　日程第５．議員派遣についてを議題といたします。

　お諮りします。嬉野市議会会議規則第163条の規定により、お手元に配付しておりますとおり議員を派遣したいと思います。

　また、閉会中において議員派遣を行う必要が生じた場合、その日時、場所、目的及び派遣議員等の諸手続について議長に一任していただきたいと思います。御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。よって、議員派遣についてはそのように決定いたしました。

　日程第６．閉会中の付託事件について議題といたします。

　このたび各常任委員会委員長、議会運営委員会委員長から、お手元に配付しました別紙付託文書表のとおり、次期定例会までの閉会中もなお継続して調査したいとの申し出があっております。

　お諮りします。各委員長から申し出のあったとおり、次期定例会までの閉会中の継続調査とすることについて御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。よって、各委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。

　以上で、本定例会に提出された案件、質疑、討論、採決など全ての日程が終了いたしました。

　お諮りします。ただいままでに議決されました各議案について、条項、字句、数字その他の整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思います。御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。したがって、条項、字句、数字その他の整理は議長に委任することに決定いたしました。

　会議を閉じます。

　平成25年第２回嬉野市議会定例会を閉会いたします。どうも御苦労でございました。

午前11時４分　閉会

　地方自治法第123条第２項の規定によりここに署名する。
　　　議　　長　　太　田　重　喜

　　　署名議員　　神　近　勝　彦

　　　署名議員　　田　口　好　秋

　　　署名議員　　西　村　信　夫
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